
府政、暮らしのご相談は

田島よしみつまで 八幡市男山美桜5-29-102〒614-8362 （事務所）

京都府議会議員
TEL 075-982-1482
FAX075-982-1492

【プロフィール】昭和47年9月生。●［平成３年］平安高等学校卒業。三菱自動車工業（株）京都製作所入社。
同社サッカー部（現・浦和レッズ傘下チーム）に所属。●［平成８年］同社退職。龍谷大学経営学部入学。
●［平成19年］衆議院議員公設第一秘書。●［平成27年］八幡市議会議員初当選。●［平成31年］京都府議会議員初当選
【現職】●京都府議会 総務•警察常任委員会（委員長）、安心・安全な暮らしに関する特別委員会。

八幡市在住で妻・長男（大学生）・長女（大学生）・次男（高校生）・次女（中学生）の6人家族。

http://tajimayoshimitsu.com［ホームページ］
［ブログ］http://ameblo.jp/tajima1972

日々の活動をブログで報告
田島よしみつ で検索

京都府議会の活動や、
議長による定例記者
会見の様子などを配信

田島よしみつ
公式LINE

京都府議会
ちゃんねる

【管外・管内調査】　総務•警察常任委員会

田島よしみつの府
議会議員の活動
や、府政のお知ら
せをお届けします。

あたたかい京都づくり
実感予算１兆604億9,900万円

　令和７年度当初予算は、原案のとおり可決成立し、令和
6 年度２月補正予算と令和７年度当初予算で１兆604 億
9,900 万円。府政の羅針盤となる京都府総合計画に基づき
「安心」「温もり」「ゆめ実現」の３つの視点から「あたたかい
京都づくり」を実感するために必要となる予算を編成して
おり、その一部をご紹介します。

地
域
の
活
動
な
ど

金融・経営一体型支援体制強化事業費私立高等学校あんしん修学支援事業費

妊娠・出産・子育て総合相談体制整備事業費 　八幡市消防出初式が八幡市立
男山中学校で挙行。八幡市消防
団、女性防火推進隊、消防本部
職員の皆さまが入場行進。市長、
消防団長からの訓示、功労者表
彰、来賓祝辞などの出初式でし
た。消防関係者の皆さまには、日
頃からのご尽力に感謝し、地域
の安心 • 安全にお力添えを賜りま
すようお願いいたします。

先天性代謝異常等検査費

農林水産業人材確保育成戦略事業費

京都次世代半導体産業推進事業費

文化の心 次世代継承事業費

京都駅周辺エリアまるごとゲートウェイ事業費

きょうとまるごとお茶の
博覧会開催費

子どもの心の診療ネットワーク事業費

京都版ＣＤＣ設置検討費

私立学校の教育条件の維持・向上、保護者の教育費
負担を軽減。家庭の経済状況に関係なく、私立高校生
が安心して勉学に打ち込めるよう制度を拡充（Ｒ６～）。

府市連携で窓口を一本化し、24時間365
日受付体制を整備。府・市４つの相談窓口
を統合することで相談受付体制を強化。

府内医療機関で新生児マススクリーニング検査の実施体
制を強化。新たに２疾患（重症複合免疫不全症（SCID） 、
脊髄性筋萎縮症（SMA）を公費検査項目に追加。

府内における農林水産業の人材確保・育成
を推進。担い手確保のため、学生等を対象
とした農林水産業の分野横断型就業体験
会を開催など。

企業や大学、ベンチャーキャピタル等が集ま
り、新技術や製品を生み出すエリアを目指す。

伝統文化・生活文化に根付く「文化の心」を次世代に継承。

駅周辺を京都らしさ溢れる玄関口
として、府域への誘客を推進。

万博で京都を訪れる国内外の
人々に京都の茶文化を発信。

厳しい経営環境にある中小企業の多様な
ニーズに対応するため、伴走支援体制を強化。

発達障害診療体制の再構築により、初診待機期間を短縮。
初診待機期間を最大９ヵ月から約１ヵ月まで縮小。

国立健康危機管理研究機構と協力し、西
日本の拠点としての機能を持つ組織を目
指す。京都府と京都市が連携し、常設の
専門機関を立ち上げ、府内の大学や研究機関
と連携し、府内の感染症の実態を把握・分析。

全ての営みの土台となる「安心」

希望や活力の源泉となる「ゆめ実現」子どもたちを育み、絆を守る「温もり」

５億
6000万円

１億
5900万円

32億
6500万円

おもてなしのまち京都あんしん見守り事業費

１億
4400万円

避難生活環境改善事業費
災害発生時における避難生活の環
境改善のため、広域支援用の資機材等を確保。トイレ、キッチン、
ベッドの適切な配置を推進するため備蓄体制を強化。

府民の安全・安心を確保するため、事案発生時の対応力を強化。
繁華街等に街頭防犯カメラを設置（50台）。
自転車による取締小隊（Be-Unit）の体制を拡充。

1800
万円

100
万円

災害時学校支援チーム創設事業費
災害発生時に学校教育活動の早期再開に向けた支援
体制を構築。京都府災害時学校支援チームを創設。

100
万円

500
万円

1000
万円

1500
万円

4500
万円

8200
万円

3000
万円

1900
万円

全国初 府市連携

府市連携

府市連携

府市連携

　京都のプロバスケットボールチーム
「京都ハンナリーズ」を支援する議員

連盟があり、議連の観戦日にかたおか
アリーナに応援に駆けつけました。京
都ハンナリーズ VS シーホース三河の
試 合 で、 終 始
ハンナリーズが
リードし、91 対
70 でハンナリー
ズの勝利。観戦
も面白く、観客
動 員 も 4,000 人
以 上 で 盛 り 上
がっていました。

田島よしみつ活動報告紙京都府議会議員

［ブログ］http://ameblo.jp/tajima1972

田島よしみつ
公式LINE
田島よしみつの府
議会議員の活動
や、府政のお知ら
せをお届けします。

たじま新聞
京都府議会議員初当選

たじま新聞たじま新聞
田島
よしみつ

京都府議会議員

京都ハンナリーズを応援
　八幡市児童虐待防止講演会
に参加。認定 NPO 法人児童
虐待防止協会副理事長臨床心
理士白山真知子先生の講演で、

「虐待はなぜ起こるのか？一般
的に虐待の発生要因は、社会
的、心理的、精神医学的に様々
な要因の複合的なもの」と考
えられ、気づきになりました。

児童虐待をなくすために

八幡市消防出初式

専門機関を立ち上げ、府内の大学や研究機関
と連携し、府内の感染症の実態を把握・分析。

100
万円

府市連携府市連携
災害発生時における避難生活の環

災害時学校支援チーム創設事業費災害時学校支援チーム創設事業費
災害発生時に学校教育活動の早期再開に向けた支援災害発生時に学校教育活動の早期再開に向けた支援
体制を構築。京都府災害時学校支援チームを創設。体制を構築。京都府災害時学校支援チームを創設。

農林水産業人材確保育成戦略事業費

京都次世代半導体産業推進事業費
企業や大学、ベンチャーキャピタル等が集ま
り、新技術や製品を生み出すエリアを目指す。

ニーズに対応するため、伴走支援体制を強化。

万博で京都を訪れる国内外の
8200
万円

［発行］令和７年春 田島よしみつ活動報告紙京都府議会議員 VOL.25

子ども文化祭

松花堂初釜会八幡市民マラソン大会 初春のつどい ふれあい健康ウォーキング

JA青壮年部主催
餅つき大会

八幡市商工会賀詞交換会都道府県議会議員研究交流大会

京都府トラック協会新年祝賀交歓会 児童虐待防止講演会

京都府の予算要望・政府要望

　京都府議会の総務 • 警察常任委員会の管内調査
を実施。舞鶴警察暑では、日本海の水上警察で、密猟
の取締りや海難事故の救助活動について調査。職員
の人材不足で船舶免許保持者の確保が課題で、水上
の安心 • 安全を維持するためにも早期の人材確保は
重要であると考えます。
　福知山市では、廃校Re 活用プロジェクトの推進
について調査。福知山市の取組は全国行革甲子園で
最優秀賞を受賞されており、人口減少、少子化の中、
16 校の廃校のうち10 校の利活用を実現されてい

る。S-LAB が利活用されているスポーツ施設を現地
視察した。地域住民の理解を得るために、地域要望を
100% 条件に反映して公募し、利活用のプロポーザ
ルを行われた。応募の多くは福知山市の皆さんであ
り、地元の方々が地域の活性化に取り組まれている
ことになる。
　人口減少、少子化の波は府内でも課題となってい
るので、府内の市町村での学校の統廃合などで廃校
が発生すると思われる。福知山市の取組が、良い成功
事例になると思います。

児童虐待、外国人住民支援、ドローンパトロールなど、
岐阜・愛知・富山の先進事例を視察調査。

舞鶴の水上警察で密猟の取締りや海難事故救助や
福知山で廃校Re活用プロジェクトなど取組を視察調査。

　京都府議会の総務• 警察常任委員会の管外調査
を実施し、岐阜市・こどもサポート総合センターを訪
問。岐阜県、岐阜県警、岐阜市、岐阜市教育委員会の
機関が同居し、連携を密に児童虐待対策を実施。情
報共有や同行訪問を迅速に行い、重篤なケースの見
過ごしを防ぐなど、長所を最大限に生かされていた。
　岐阜県庁を訪問。新庁舎整備で「県民の暮らしを
守る」「地域の魅力を発信する」「環境負荷やライフサ
イクルコストを低減させる」を基本方針に、県内各界
各層の代表者や学識経験者から幅広く意見を聞き、
パブリックコメントや県民説明会を十分に行い、議
会の理解を得る中で整備された。新たな岐阜県のシ
ンボルとして、幅広い県民の利活用を進めている。　　　
　愛知県・豊田産業文化センターを訪問。外国人の
住民が地域で交流を図り、日常生活に必要な日本語
能力を習得できるよう「とよた日本語学習支援シス
テム」を構築。外国人居住者は、ブラジル、ベトナム、
フィリピンなど約28,000 人。豊田市国際交流協会で
は、文化的な違いを理解し、互いの違いを認め、誰も
が暮らしやすい多文化共生の街づくりを推進し、「と

よた日本語学習支援システム」の運営も担っている。
　NPO 法人トルシーダを訪問。外国人の子どもや若
者が当たり前に学べ、活躍できる社会づくりを目指
して、日本語教室や進路支援などを実施。今後、京都
府でも外国人労働者の増加が見込まれ、多文化共生
のための日本語教育支援を行政が支援するときが
来ると思われる。外国人労働者の受入れは国の施策
であり、多文化共生施策に必要な経費は国で予算を
確保するべきだと思った。
　富山県富山市の富山県庁を訪問。「県庁オープン
化戦略」で、人材育成、職員の意識改革・業務効率化、
ウェルビーイング経営をされ、公務員の人材の確保
や仕事のやりがい創出に繋がっているとのこと。
　富山県警察機動センターを訪問。交通機動隊や機
動警ら隊の初動対応力や機動力の強化に繋げる活
動拠点。全国初ドローンパトロール隊は容疑者追跡、
行方不明者捜索、クマの追尾などに活用されている。　
　今回の調査で学ばせていただいた内容について、
京都府議会に持ち帰り、京都府における施策の充実
に繋げてまいります。

11月23日

１月18日
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織
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肥
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農
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、
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進
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収
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京
都
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化
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産
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強
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、
観
光
資

源
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
府
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各
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へ
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ウ
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関
西
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ビ
リ
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ン
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都
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Ｘ
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Ｏ
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都
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よ
う
に
演
出
す
る
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
Ｊ
Ｒ
京
都
駅
周
辺
で
は
、
府
内
各

地
へ
の
誘
客
を
促
進
す
る
情
報
発
信
拠
点

　

京
都
府
で
は
、
若
年
層
の
方
々
に
万
博

を
見
る
だ
け
で
な
く
、
取
組
に
参
画
し
て

い
た
だ
き
、
未
来
の
京
都
を
担
う
人
や
企

業
、
文
化
の
育
成
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
取
組
は
、

京
都
芸
術
大
学
の
学
生
に
よ
る
認
証
ロ
ゴ

マ
ー
ク
の
制
作
、
万
博
半
年
前
機
運
醸
成

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
子
ど
も
記
者
に
よ
る
き
ょ

う
と
推
進
委
員
会
の
山
極
座
長
へ
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
な
ど
、
多
く
の
若
年
層
の
方
々

と
連
携
し
ま
し
た
。

　

会
期
中
に
は
、
関
西
パ
ビ
リ
オ
ン
多
目

的
エ
リ
ア
で
、
地
元
の
子
ど
も
た
ち
が
参

加
す
る
宇
治
田
楽
、
京
田
辺
の
大
住
隼
人

舞
と
い
っ
た
ス
テ
ー
ジ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

実
施
す
る
な
ど
、
若
年
層
の
方
々
が
活
躍

す
る
場
を
設
け
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
府
内

で
は
、
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
地
球
環
境
の
殿
堂
で

万
博
を
契
機
に
「
自
然
環
境
と
京
都
文
化
」

を
テ
ー
マ
に
府
内
の
高
校
生
や
大
学
生
が

殿
堂
入
り
さ
れ
た
方
々
と
語
り
合
う
未
来

　

近
年
の
高
温
少
雨
の
よ
る
収
量
減
少
や

品
質
低
下
へ
の
対
策
技
術
の
確
立
・
普
及

を
進
め
て
い
ま
す
。
野
菜
や
花
卉
の
施
設

栽
培
に
空
調
設
備
や
ミ
ス
ト
装
置
な
ど
、

府
内
で
約
３
０
０
件
の
導
入
を
支
援
。
生

育
や
収
量
の
向
上
、
作
業
性
の
改
善
が
認

め
ら
れ
、
さ
ら
に
取
組
を
拡
大
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
露
地
栽
培
は
、
高
温
に

強
い
栽
培
技
術
や
品
種
の
実
証
を
行
い
、

そ
の
成
果
を
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
、
府
域
全
域

に
普
及
を
考
え
て
い
ま
す
。
豆
類
の
収
量

向
上
に
有
効
な
か
ん
水
技
術
、
九
条
ね
ぎ

の
耐
暑
性
品
種
な
ど
、
研
修
会
の
開
催
で

迅
速
に
普
及
さ
せ
ま
す
。
水
稲
で
は
、
コ

メ
の
等
級
を
上
げ
る
色
彩
選
別
機
な
ど
の

導
入
を
支
援
す
る
た
め
に
、
予
算
案
を
提

案
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
も
現
場

の
ニ
ー
ズ
や
個
々
の
実
情
に
応
じ
た
対
策

に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

【
田
島
祥
充
府
議
会
議
員
】

　

大
阪
・
関
西
万
博
は
２
０
２
５
年
４
月

13
日
〜
10
月
13
日
ま
で
の
１
８
４
日
間
、

大
阪
の
夢
洲
で
開
催
さ
れ
ま
す
。「
い
の
ち

輝
く
未
来
社
会
の
デ
ザ
イ
ン
」
を
テ
ー
マ

に
、持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
、技
術
革
新
、

文
化
交
流
の
促
進
が
目
的
で
す
。

　

ま
た
「
未
来
社
会
の
実
験
場
」
を
コ
ン

セ
プ
ト
に
、
Ａ
Ｉ
が
来
場
者
に
１
日
プ
ラ

ン
の
提
案
、
来
場
者
の
嗜
好
に
合
わ
せ
た

体
験
の
提
案
等
を
行
う
ア
プ
リ
、
自
動
翻

訳
シ
ス
テ
ム
、
空
飛
ぶ
ク
ル
マ
、
レ
ベ
ル
４

【
田
島
祥
充
府
議
会
議
員
】

　
「
京
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
」を
活
用
し
た「
専

門
医
・
多
職
種
連
携
」
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
・
見
え
る
化
事
業
で
、
糖
尿
病
重
症

化
予
防
対
策
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
が
、

取
り
組
み
の
成
果
、
今
後
の
課
題
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
企
業
等
で
バ
リ
バ

リ
働
く
世
代
や
学
生
の
皆
さ
ん
に
、
健
康

に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
必
要

な
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
、
持
続
可
能
な

社
会
保
障
制
度
に
と
っ
て
重
要
な
こ
と
で

す
。
し
か
し
、
健
康
で
医
者
い
ら
ず
の
生

活
を
送
る
方
た
ち
が
自
身
の
健
康
に
関
心

を
持
つ
に
は
、
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
工
夫
し

た
広
報
・
啓
発
が
必
要
で
す
。
京
都
府
は

現
役
世
代
へ
の
健
康
増
進
の
働
き
か
け
を

ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
か
。
そ

し
て
、
し
っ
か
り
と
し
た
エ
ビ
デ
ン
ス
（
根

拠
）
に
基
づ
く
対
策
を
府
と
市
町
村
が
、

企
業
や
大
学
と
連
携
し
た
健
康
増
進
施
策

に
取
り
組
む
こ
と
で
、
誰
も
が
健
康
で
、

心
豊
か
に
生
き
生
き
と
長
生
き
で
き
る
社

会
の
実
現
が
可
能
で
あ
る
と
私
は
考
え
ま

す
が
、
ご
所
見
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

【
井
原
正
裕
健
康
福
祉
部
長
】

　

２
型
糖
尿
病
は
、
食
べ
過
ぎ
や
運
動
不

足
な
ど
が
原
因
で
あ
る
た
め
、
京
都
府
は

糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
よ
る
取
組
を
市
町
村
と
進
め
て
い
ま
す
。

医
療
機
関
の
未
受
診
者
や
受
診
中
断
者
へ

の
受
診
勧
奨
、
保
健
指
導
人
材
の
育
成
に

取
り
組
み
、
府
内
で
は
糖
尿
病
で
新
た
に

人
工
透
析
を
始
め
た
患
者
数
は
、
低
下
傾

向
に
あ
り
ま
す
。 

　

現
役
世
代
へ
の
働
き
か
け
は
、　

各
保
健

所
で
社
員
食
堂
の
メ
ニ
ュ
ー
の
塩
分
濃
度

の
測
定
や
、
健
康
・
栄
養
に
関
す
る
卓
上

相
当
の
自
動
運
転
、
走
行
中
給
電
の
Ｅ
Ｖ

バ
ス
な
ど
、
最
先
端
の
技
術
や
社
会
シ
ス

テ
ム
を
会
場
や
展
示
に
活
用
す
る
「
未
来

社
会
の
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
」
で
す
。

　

Ａ
Ｒ
や
Ｖ
Ｒ
の
先
端
技
術
を
活
用
し
て

ら
い
、
自
ら
の
地
域
の
魅
力
を
再
発
見
し
、

そ
れ
ら
を
発
信
す
る
こ
と
で
京
都
へ
の
想

い
を
深
め
て
も
ら
え
ま
す
。
学
生
を
含
む

若
年
層
の
万
博
へ
の
参
画
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

【
西
脇
隆
俊
知
事
】

　

関
西
パ
ビ
リ
オ
ン
京
都
ブ
ー
ス
は
、
国

や
魅
力
発
信
ブ
ー
ス
の
設
置
な
ど
を
予
定

し
て
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に
魅
力
を
発

信
し
、
ど
ん
な
工
夫
を
考
え
て
い
る
か
、

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

若
い
世
代
に
も
積
極
的
に
参
画
し
て
も

構
成
さ
れ
る
音
響
が
重
な
り
、
京
瓦
の
設

え
と
一
体
と
な
っ
て
、
京
都
の
未
来
と
過
去

に
向
き
合
え
る
空
間
を
創
出
し
ま
す
。

　

ま
た
府
内
１
０
０
を
超
え
る
企
業
や
団

体
に
、
展
示
を
通
じ
て
京
都
の
魅
力
を
表

対
し
、
目
的
地
ま
で
の
交
通
手
段
の
案
内
、　

地
場
産
品
の
紹
介
、
関
連
イ
ベ
ン
ト
情
報

の
提
供
な
ど
、
広
が
り
の
あ
る
提
案
を
行

い
、
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
と
し
て
の
役
割
を
果

た
し
ま
す
。

会
議
を
開
催
。
こ
れ
ら
の
取
組
が
未
来
の

京
都
を
担
う
若
者
の
か
け
が
え
の
な
い
経

験
に
な
る
よ
う
引
き
続
き
サ
ポ
ー
ト
を
行

い
、
若
者
と
と
も
に
創
り
上
げ
る
万
博
と

な
る
よ
う
取
組
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

大
阪・関
西
万
博
の
知
見
や
技
術
が
社
会
課
題
の
解
決
に
。

京
都
の
文
化・環
境
、産
業
、観
光
、地
域
に
連
携
し
た
取
組
や

万
博
来
場
者
を
京
都
へ
呼
び
込
む
取
組
に
期
待

今
、健
康
な
方
が
自
身
の

健
康
に
関
心
を
持
つ
に
は

農
林
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
や

農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

な
ど
の
技
術
支
援
を

京
都
の
魅
力
を
紹
介
す
る
京
都
ゾ
ー
ン
を
出
展

現
役
世
代
の
健
康
増
進
が

長
生
き
で
き
る
社
会
を
実
現

肥
料
や
燃
料
が
高
騰
。猛
暑
で

影
響
を
受
け
た
農
家
を
支
援

現
し
て
い
た
だ
き
、
１
週
間
ご
と
に
展
示

を
入
れ
替
え
、
何
度
訪
れ
て
も
違
う
京
都

を
発
見
で
き
る
工
夫
を
凝
ら
し
ま
す
。　

　

Ｅ
Ｘ
ｐ
Ｏ
ホ
ー
ル
で
は
、
４
月
23
日
に

「EXPO
 KYO

TO
 M

EETING

」
を
開
催
し
、

京
都
の
豊
か
な
魅
力
を
発
信
す
る
５
つ
の

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
こ
れ
か
ら

の
世
界
、
人
類
、
地
球
の
在
り
方
が
ど
う

あ
る
べ
き
か
を
京
都
か
ら
世
界
へ
問
い
か

け
ま
す
。
京
都
ブ
ー
ス
と
催
事
の
双
方
で
、

京
都
な
ら
で
は
の
設
え
や
展
示
、
メ
ッ
セ
ー

ジ
の
発
信
で
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
京
都

に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
京
都

フ
ァ
ン
を
増
や
し
、
府
内
各
地
へ
の
誘
客
へ

と
繋
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
京
都
駅
周
辺
エ
リ
ア
ま
る
ご
と
ゲ
ー
ト

ウ
ェ
イ
事
業
」
で
は
、
京
都
の
玄
関
口
の

京
都
駅
に
、
府
内
の
万
博
関
連
情
報
を
発

信
す
る
情
報
発
信
拠
点
を
設
置
し
、
食
や

文
化
な
ど
京
都
の
魅
力
を
気
軽
に
体
験
い

た
だ
け
る
魅
力
発
信
ブ
ー
ス
を
４
月
か
ら

併
設
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
一
体
的
な
運
営
に

よ
り
、
体
験
で
膨
ら
ん
だ
利
用
者
の
「
も
っ

と
深
く
体
験
し
た
い
」「
実
際
に
行
っ
て
じ
っ

く
り
見
て
み
た
い
」
と
い
っ
た
ニ
ー
ズ
に

設
備
導
入
の
支
援
も
進
ん
で
い
ま
す
が
、

そ
の
効
果
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

【
小
瀬
康
行
農
林
水
産
部
長
】

　

肥
料
や
燃
油
の
価
格
高
騰
で
厳
し
い
環

境
に
あ
る
農
業
者
に
対
し
、
生
産
コ
ス
ト

低
減
に
よ
る
府
独
自
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

府
の
畜
産
堆
肥
活
用
で
化
学
肥
料
の
使
用

量
を
２
割
低
減
す
る
栽
培
体
系
を
普
及
さ

せ
、
省
エ
ネ
機
器
の
導
入
で
燃
油
使
用
量

の
削
減
を
進
め
る
な
ど
、
生
産
性
の
高
い

経
営
へ
移
行
を
図
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、

農
林
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
で
微
生
物
を
活

用
し
て
作
物
の
成
長
を
促
す
「
バ
イ
オ
肥

料
」、
熱
源
を
電
気
に
変
え
た
「
新
型
碾
茶

機
」
な
ど
の
開
発
・
実
証
を
行
っ
て
お
り
、

生
産
コ
ス
ト
を
大
幅
に
削
減
で
き
る
新
技

術
と
し
て
現
場
実
装
に
取
り
組
み
ま
す
。

題
へ
の
取
組
を
情
報
発
信
し
、
健
康
づ
く

り
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
後
、
現
役
世
代

が
多
く
加
入
す
る
協
会
け
ん
ぽ
な
ど
の
被

用
者
保
険
、
情
報
分
析
に
強
い
大
学
、
店

舗
数
が
多
く
発
信
力
を
持
つ
コ
ン
ビ
ニ
と

連
携
を
強
化
し
、
高
度
な
デ
ー
タ
分
析
に

基
づ
い
た
健
康
課
題
や
そ
の
対
策
な
ど
を
、

若
年
層
を
含
む
幅
広
い
世
代
に
発
信
し
、

健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

大阪・関西万博に向けた京都の取組を紹介するイメージデザイン

関西パビリオン京都ゾーンのイメージ。床から壁面まで浅
田製瓦工場と共に開発した京瓦タイルで、株式会社青空の
映像や、音楽家・原摩利彦氏による音響が加わる

「ICHI-ZA  KYOTO  一座きょうと」は府内各地の
魅力や取組みを発信。来場者と出展者が一体感
を生み出すような実演や体験イベントを実施

関西パビリオン。灯篭をイメージした六角形
で関西９府県が出展

写真はイメージです

現役世代が健康に関心を持つことが大切（写真はイメージです）

田島よしみつ活動報告紙京都府議会議員田島よしみつ活動報告紙京都府議会議員
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